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＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

 仕事柄、先入見を捨てることの大切さは身

にしみていた積りであるが、何をするにせよ、

どうも知らぬ間に習慣と慢心が生じてしまう

ようだ。編集作業ひとつをとっても、誤字脱

字をはじめとして、書式の不揃いが、何度確

認しても残ることには正直閉口した。大袈裟

かもしれないが、個人の力の弱さと偏見の強

さをつくづく実感した。それにつけても、ひ

とりでは気づけないことでも、ひとに見て貰

うことで気づくことができることには、改め

て驚かされた。十番目を無事に刊行できたの

は、ひとえに友人や先輩、先生方の援助によ

る。この場を借りて皆様に感謝いたします。 

 

（鳥越覚生記） 
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